

























































































































































































































































































カウンテイ（郡） ユ980年（人） 1990年（人） 増加率（％）
ケント郡（KentCounty） 444，506 500，631 12．6
マスキーガン郡（MuskegonCounty）157，589 158，983 0．9
オッタワ郡（OttawaCounty） ユ57，174 ユ87，768 19．5
アレガン郡（州1eganCounty） 81，555 90，509 11．0
ベアリー郡（BarryCounty） 45，78ユ 50，057 9．3
イオニア郡（IoniaCounty） 51，815 57，024 10．1
モントカーム郡（Montca1mCounty）47，555 53，059 ユ1．6
ネウェイゴ郡（Newaygo） 34，9ユ7 38，202 9．4


































































































年 住宅価格 比率 前年比
全国取得可能順位軸
1991年70，700ドル 100 ／％ 8位
92年 73，㎜ 103 十3．25 13
93年 76，500 ユ08 十4．79 4
94年 76，900 ユ09 十0．52 10
95年 80，600 1！4 十4．81 27
96年 87，200 123 十8．18 40























































































犯罪名 1997年ユ996年 ユ995年 1994年
殺人 25 21 24’ 25
婦女暴行 37 76 69 271
強盗 574 664 666 875
暴行 1，688 1，688 1，695 1，813
建造物侵入 2，87ユ 3，058 3，ユ22 3，ユ46
窃盗 7，8ユ5 8，069 8，ユ26 8，234
車両窃盗 1，1ユ2 1，071 889 ユ，O11
放火 98 97 ユ1O 78
出所）Tわe　Gra刀d　Raρ1ds　Press，Jan．ユ3th，ユ998，
　　‘Burglaries　hit3ユーyear1ow　in　the　city．’The1ist
　　is　based　on　the　report　by　the　Grand　Rapids　Po1ice
　　DePartment．
されてい糺これらめ大都市と比較しても，こ
の地区がいかに経済的安定度の高い地域である
か理解できよう。
　表8　グランドラピッズ年別犯罪件数の推移
は，グランドラピッズ警察が1998年のはじめに
発表した年間の犯罪統計である。グランドラピ
ッズは，不名誉なことにカリフォルニアとニュ
ーヨークの麻薬密買の中継地になっているとい
われる。しかし，この表8によると，意外と犯
罪は減少している。これは，アメリカ社会全体
についていえることであり，その理由は警察官
の数の増加と，厳しい取り締まりが，功を奏し
ているとされる。このグランドラピッズのダウ
ンタウン，ウェルシーストリートなどは，不名
誉にも「ウェルシーストリート・ギャング」と
呼ばれる犯罪者の拠点でもあり，犯罪多発地帯
とされる。しかし，統計は，次第に犯罪数が減
少していることを示している。日本人の感覚か
らすると，毎日のように続発する発砲事件や多
発する自動車事故などのニュースを耳にして，
無法地帯ぶりに驚かされるのである。しかし，
グランドラピッズ全体では，重罪とされる犯罪
の数も減少しているとされる。おそらく，その
理由は，当地の経済的安定にもとめることがで
きるであろう。グランドラピッズ市を含むケン
ト郡だけで，人口約50万である。その人口数を
考えると，犯罪の多さに驚くのであるが，表8
をみるかぎり，犯罪の数ぽ明らかに減少してい
る。1997年は，ユ975年以来最低の犯罪件数であ
ったとされる。乃eGraηd地ρ〃SPreSSは，
1997年は，1996年に比べ，強盗で14％，窃盗で
2％減少し，全体で97年は96年に比べ約2％の
犯罪が減少していると，解説している。とはい
え，車両の窃盗は，1，071から1，112に伸びてお
り，必ずしも表8が示すほどには，犯罪が減少
しているとはいえない側面があるようである。
なかには，グランドラピッズの北西部市街地の
特定地域では，40％も犯罪発生率が増加してい
るところさえある。
　しかし，一般に犯罪の減少は，米国全体にお
ける傾向とされる。その理由として，さまざま
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な推測がなされている。一番の理由は，警察当
局のコメントによると，地域警察の努力と，住
民の犯罪防止努力によるとされる。しかし，ミ
シガン州立大学犯罪学のフランク・ホーヴァス
（Frank　Horvath）教授は，全米の最近の犯罪
の減少は，「地域警察の努力による」という警
察の指摘は当たらないと反論している。彼は，
犯罪発生率の減少傾向として，1980年代の後半
から1990年代の前半にかけて存在していたティ
ーンエイジャー人口のバブル現象が終了したと
いう人口変化と，そのような若者がかかわる薬
物（クラック）密売の減少に求めるべきである
と述べている。彼は，犯罪を起こしがちな10歳
台後半の若者が，すでに20歳台に成長し，犯罪
を起こすことが少なくなったと指摘している。
たしかに，1991年以降，グランドラピッズにお
ける高校生年代の生徒数は，減少傾向にある引。
M　グランドラピッズの教会
　これまで，グランドヲピッズの地誌的一面に
ついて述べてきたが，なかでも当地の注目すべ
き特徴としてのキリスト教会について，指摘し
なければならないであろう。
　グランドラピッズには，数多くのキリスト教
会が存在する。第一にその教会の多さ，第二に
保守的な信仰が営まれていることによって，こ
の地は，「アメリカのエルサレム」と称される。
グランドラピッズの郊外には，珍しく「霊山寺」
と看板が上げられた仏教寺院を一か所確認し
た。またユダヤ教の教会，シナゴーグ
（Synagogue）が三か所存在している。他にも，
イスラエルの会衆，エホバの証人，末日聖徒イ
エス・キリスト教会，アドヴェンティスト，ク
リスチャン・サイエンスなども確認される（以
下の資料には，これらの宗教集団も教会数に含
めて計算した）。その全体像を把握することは
困難であるが，ほぼケント群全域をカヴァー
（ケント郡の北方エリアを含まず，ケント郡の
西，オッタワ郡東部一体を含む）する通常グラ
ンドラピッズ・エリア（地域電話番号616）の
教会を，いずれも1998年1月に配布された3種
類の電話帳をもとに計算した。3種類の電話帳
は，デノミネーション別に教会名が記載されて
いる川〕。主な教派の教会数は以下の表9　グラ
ンドラピッス近郊（地域電話番号616地区）の
表9　グランドラピッズ近郊（地域電話番号616地区）の教会数‡
キリスト改革派教会（Christian　ReformedChurch　in　NorthAmerica＝CRC）　98
バプティスト系教会　83
アメリカ改革派教会（ReformedChurch　inAmerica＝RCA）　54
ルーテル系教会　38
カトリック系教会　38
合衆国メソデイスト教会（United　Methodist　Church）　30
ペンテコステ教会（Pentecostal　Church）　ユ4
アセンブリー・オブ・ゴッド（Assenb1iesofGod）　13
米国監督教会（Episcopa1Church）　1ユ
ギリシア正教会（OrthodoxChurch）　4
串教会数は，三種類の電話帳（Ameritech，1998－1999Graηd　Raρ〃sルea　Locヨ1γe11ow　Page，
January1998．，GTE　Directories　Corpopation，GTE二Tbe　Eveη比加g　Pages，Area　Code616，
Janua町ユ998、，Brooks　Fiber　Communications，o朋皿d胎ρ〃s　Area－W－de　Telep止01］e〃rec亡01y＝
m∫Ta1k加gPわ㎝eBooks，Februa町1998－99．）をもとに計算した。総数は785であった。
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教会数のとおりである。その数値は，3種類の
電話帳からデノミネーションごとにまとめられ
ている教会数のもっとも数値の高いものを示し
ている。その教会数は，正確なものではないだ
ろうが，総計785を数えることができた。この
概数は，おそらく800以上のキリスト教会が存
在することを示すものであろう。
　なかでも最大教派は，キリスト改革派教会
（Christian　Reformed　Church　in　North　America．
CRCと表記される）であり，その数は98を数
える川。
　なかでも，CRCおよびRCAというオランダ
改革派系統の教会が全体の2割を占めているこ
とが特徴となっている。ほとんどの教会が，プ
ロテスタントの伝統のもとにあるとみてよかろ
う。特に，多くのプロテスタント教会のなかで
も，オランダ改革派教会の信仰を継承する教会
が多いようである。教会数に加えたなかで，変
わったところでは，エホバの証人派13，末日聖
徒イエス・キリスト教会2などである。これは，
一般に「異端」とされる教会が，極端に少ない
ことを示していると解釈できよう。それらの教
団が，改革派の牙城とされるグランドラピッズ
地区に浸透することの困難さを示しているのか
もしれない。
　多数の教会のなかでも，この地区で，飛び抜
けて教会数の多いデノミネーションは，オラン
ダの改革派教会の基盤をもつ「キリスト改革派
教会（CRC）」である。この教派は，γear－
book19981・1によると，アメリカとカナダで47
中会（C1aSSiS，改革派教会における一定の地域
の教会の集合体，またそのなかに所属する牧師
と長老の会議），972の会衆（組織的に教会設立
834，拡大途上99，その他39），全家族数73，047，
全陪餐者182，449（うち18歳以下の陪餐者6，166），
未陪餐者96，580，信徒数合計279，029である。
CRC全体の会員増加については，伝道による
陪餐者・未陪餐者合わせての純増加は2，738，
契約の子供の受洗3，927，他教派からの加入者
2，748，合計9，413である。減員は，他教派へ転
出5，246，死去1，755，除籍（reversion）2，551，
減員総数9，552である。
　グランドラピッズには，GrandRapidsEast，
GrandRapidsNorth，GrandRapidsSouthの3
中会があり，その教会数は54，全家族数7，120，
陪餐者18，447（うち18歳以下の陪餐者819），未
陪餐者8，376，信徒数合計26，823である。この3
中会の1997年一年間の全増員数887，総減員数
882である。
増員と減員を比較すると，増員と減員数がほ
ぼ等しい。そのことは，教会の会員数の増加と
いう点において，この教派が現在「停滞」状態
にあるということを示・している。しかし，増員
の内，40％以上が幼児洗礼の数である。このこ
とは，教会の発展を底辺から支えるものである。
一般に，CRCの会員一家族の数は，3～5人
ぐらいと考えてよかろう。その意味で，これか
らの伝道は，この子供たちがいかに信仰告白し
て，教会を支えていくかにかかっているという
ことがいえる。
　各教会は，その子女の教育のためにクリスチ
ャン・スクールを作り，教会ではそのための献
金がなされ，授業料の補助，学校の備品整備に
用いられる。そのことを考慮しても，CRCが
子女の教育にいかに力を入れているか理解でき
るであろう。米国の公立学校の荒廃がいわれる
今日，このグランドラピッズのキリスト者は，
その子供たちをGrandRapidsChristian
Association傘下の小中一貫教育校に通わせ，
そのあとに，同じ経営母体のGrand　Rapids
Christian　High　Schoo1に送り，CRCを経営母体
とする大学に通学させるのである。
　CRCが信仰的に支えているクリスチャン・
スクールは，アメリカとカナダに425あり，そ
こには約100，000人の生徒と7，000人の教師が働
いているとされる1・〕。なかには，創立100周年
を経過したものもある。それらの頂点に立つ高
等教育は，ミシガン州グランドラピッズの
Ca1vin　Co11ege，CaIvin　Theo1ogical　Semina町，
ならびにReformedBib1eCo1lege，アイオワ州
SiouxCenterにあるDordtCo11ege，イリノイ州
シカゴ郊外Pa1osHeightsにあるTrinity
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ChristianCo11ege，カナダの西アルベルタ州
EdmontonにあるThe　King’s　University
Col1ege，ならびにオンタリオ州ハミルトン郊
外AncasterにあるRedeemerCo11egeである。
ドルト・カレッジの1997年秋の学生の57％，レ
ディーマー・カレッジの52％の学生がCRC出
身である。ドルト・カレッジも，カルヴァン・
カレッジ同様，中西部の教養課程の大学として
はトップ・ランクにある。
　CRCは，信条として，「使徒信条（Apost1es’
Creed）」「ニケア信条（Nicene　Creed）」「アタ
ナシウス信条（AthanasianCreed）」の他に，
「ベルギー信条（TheBe1gicConfession）」「ハ
イデルベルク信仰問答（TheHeide1berg
Catechism）」「ドルト信条（TheCanonsof
Dort）」を採用している。
　また，このグランドラピッズ地区にCRCと
並び多くの教会を有するデノミネーションは，
アメリカ改革派教会（Reformed　Church　in
America，略してRCA）である。このRCAは，
1628年創立という，アメリカではもっとも古い
デノミネーションの一つであり，1867年までは，
ReformedProtestantDutchChurchと呼ばれ，
アメリカとカナダで約960の教会，信徒数
201，000を有し，信条として，「使徒信条」と
「ハイデルベルク信仰問答」を採用している。
　ミシンガ州の西部一体は，オランダ人移民に
開発されていることは，すでに述べた。なかで
も，ケント郡の西に，ミシガン湖に接して位置
するホランド（Ho11and）は，その名前の通り
に，オランダの植民地として立てられた。オラ
ンダ改革派教会（The　Nether1ands　Heπomde
Kerk，略してNHK）からの宗教的迫害と経済
的不況を逃れて，オランダから移住してきた
人々は，自らの信仰告白にもとづいて，改革派
の宗教的伝統を保持しようとし，新天地ウエス
ト・ミシガン，並びにアイオワ州の州都デス・
モイネスの郊外ペラを中心にした地域に新しい
生活の場を築こうとしたのである。
　それらの人々は，牧師アルヴェルトス・ファ
ン・ラールテ（州bertus　Van　Raa1te）の指導の
下，1846年にオランダを出帆し，1847年にはミ
シガン湖沿いにホランド市を建設する。一行は，
既存のドイツ系の倫理的伝統にあったRCAに
よって支援され，その地に定着していった。後
に，そのなかから，さらに保守的なダッチ・リ
フォームドのプロテスタントの信仰を堅持しよ
うとした人々が，1857年に今日のCRCを創立
した。
　1997年秋，ウエスト・ミシガン入植150周年
記念式典が，ホランドおよびその近郊のズイー
ランドにおいて，オランダ女王を迎えて盛大に
行われた。ホランドには，明治学院大学と姉妹
校関係にある1866年創立のリベラルアーツ・カ
レッジであるホープ・カレッジ（学生数，
2，650，教師数ユ95）が存在する。また，RCAの
有力な神学校の」つWestemReformed
Seminaryも，そのホランドの地にある。
　このホランドの地には，1997年末現在，31の
CRCの教会が存在する。信徒総数は，10，783で
ある。ホランド市は隣のズイーランド市と合わ
せても，全体で約47，000人程度である。近隣の
都市部の人口の4分の1がCRCの会員である
ことを考慮するとき，CRCの会員が占める位
置を推測することができるであろう。
V　キリスト改革派教会1997年大
　　会（Synod1997）
　グランドラピッズ地域の教会を代表するの
は，カルヴァン・カレッジならびにカルヴァ
ン・セミナリーの設置母体である，キリスト改
革派教会である。このデノミネーションに属す
る教会は，中西部の豊かさを代表する人々を会
員とし，RCAなどとともに，」般に米国の白
人プロテスタントとしての本流（メイン・スト
リーム，main　Stream）の教派の一つといえよ
う。この1857年成立のCRCの本部は，グラン
ドラピッズ南部にあり，土・日曜日以外には，
CRCの旗，星条旗，カナダ国旗がひるがえっ
ている。本部は，出版や国際伝道のための部局
をもち，世界中のCRC教会を統括している。
グランドラピッズと教会--米国キリスト教社会の一面--
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　CRCの1997年大会（Synod1997，教会憲法
によって召集される1997年度教派全体の会議）
は，6月14～20日にカルヴァン・カレッジを会
場に開かれた。それを受けて，γearbook1998
が発行され，CRCに関する諸統計など最新の
情報が掲載されている。それによると，Synod
1997において，討議された主要な議題の一つは，
聖書の神の「性」を表現する言葉（“Inclusive
Language　for　God”）に関連するもの，第二は，
文化多様性の社会における真の礼拝の問題，第
三は，カナダにおける機構改革に関するもので
あった。この会議の議題は，今日の米国の教会
が直面している諸問題を浮かび上がらせるもめ
である。それは，ある意味で，全世界のプロテ
スタント教会が直面している問題ということが
できよう。
　第一のインクルーシブ・ランゲージの問題
は，「父なる神」の「父」性に関する問題であ
る。神は，これまで，男性の性によって表され，
父なる神として表現されてきた。しかし，その
点に関連して，今日多くの米国の教会において，
聖書に示されている神の性を女性の性，あるい
は中性として認識可能であるという議論がなさ
れてきた。それは人間の性の平等という今日的
な視点から，聞題とされてきたものである。ま
た，それは，女性の人権の保護並びに拡大とい
う視点から，議論され，フェミニストキリスト
教神学（Feminist　Christian　Theo1o駆）の進展
とともに，脚光を浴びてきた問題であった。
　フェミニスト神学者は，ローマ・カソリック
にも，主要なプロテスタント教派にも存在する
が，なかには，非常にコンサーヴァティブな信
仰を堅持しながら，女性の平等を主張する学者
も存在する。しかし，またある者たちは，批評
的な神学，近代神学を土台として，聖書観，信
仰の伝統，教義などについて議論する者もあ
る14〕。特にフェミニスト神学者は，第一に，女
性の解放は，基本的な神学的観点の修正が必要
であるという視点に立っている。また第二に，
女性の性を排除する父なる神という排他的な概
念は，女性の人権の擁護という視点と矛盾する
という視点に立っている1・〕。要するに，フェミ
ニスト神学は，「神が男性なら，男性は神であ
る　（If　God　is　ma1e，then　the　ma1e　is　God．）」と
いう立場に立っているとされる。フェミニスト
神学は，しばしばこの表現を引用し，父として
の神を，人類史における根本的な悪のシンボル
と考えてきた’刮。そして，その神学は，その父
なる神からの女性の解放を要求することを，重
視したのである。
　それに対して，CRCは，その研究のための
委員会を組織し，委員会は，積み重ねられてい
た数年来の研究成果を確認しながら，1994年以
来の集中的な研究1・〕を経て，大部の報告書を提
出した。その結果，Synod1997において，
「CRCは，今日言われている神に対する包括的
言語を是認することも使用することもできない
（the　endorsement　or　use　of　contemporary
inc1usive1anguage　for　God　is　unacceptab1e　to
the　Christian　Reformed　Church）」との結論を
出したのである1呂〕。
　その理由は，以下の通りである。この理由を
理解することは，今日，改革派教会の路線を理
解する上で，きわめて重要であろう。以下，そ
の内容を列挙する。
a．
b．
C．
d．
神に対する今日的な包括的言語は，聖書
の御言葉が示している内容とは大きく異
なった神観を提示しているこ」
それは，三位一体の教理並びにキリスト
について，教会が告白している教義の理
解を混乱させ，掘り崩し，その教義に矛
盾すること。
それは，誤った言語学的な，聖書釈義上
の，また神学的な推論を含んでいるこ
と。
それは，聖書の性質と権威についての教
会の告白と相容れない聖書観（viewsof
Scripture）を前提としており，相容れ
ない聖書解釈の方法で聖書を理解しよう
としていること　（methods　of　interpret－
ing　Scripture）。
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e．　それは，神ご自身が啓示された神を受け
　　入れることを拒絶する点において，霊的
　　に危険であること，であった。
　第二の，主要議題は，文化変容の時代におけ
る真の礼拝とは何か（Authentic　Worship　in　a
Changing　Cu1ture）という問題であった。礼拝
形式が文化多様性の時代において，次第に変化
するなかで，Synod1994は，CRCの礼拝委員
会（Worship　Committee）に，礼拝形式の変化
にともなって生じている諸問題について検討す
るように命じた。Synod1994に命じられた質問’釧
の主要な内容は，以下の通りである。
礼拝を変えようとしている文化的なダイナミッ
クスならびにその勢いの強さが解説されてい
る・また，是認される礼拝として，三つのガイ
ドラインが提示されている。その内容は，今日
の大きく変動する杜会において，教会はどのよ
うな道をとるべきであるかについて，明確に提
示したものとなっている刎。
　第三番目の主要議題は，カナダの宣教活動を活
発にするために作られていた委員会の報告が行
われた（“Structure　for　MinistW　ofCanada”）22〕。
M　おわりに一キリスト教社会アメ
　　リカの苦悩一
　「公的なキリスト教礼拝の本質的要素とは何
か。改革派の立場として譲ることのできないも
のは何か。改革派信条や我々の教派の信仰宣言
は，我々が礼拝に対しどのように取り組むべき
であると述べているのか（What　are　the　essen－
tia1s　ofpub1ic　Christian　worship？What　is　non－
negotiab1e　in　a　Reformed　setting？How　do　the
Reformed　confessions　and　our　expression　of　our
faith　determine　our　approach　to　worship？）」。
　「今日教会に広まっている多様性によって，
今日の様々な文化的実在はどのように表現され
るべきであろうか（Howdothevariouscu1tur－
a1rea1ities　come　to　expression　with　the　diversi－
ty　now　current　in　the　church？）」。
　「教会は，今日の文化的状況において，聖書
的かつ改革派的特性をどのように保持していく
べきであろうか（Howdoesthechurchmain－
tain　its　bib1ica1and　Reformed　character　in　the
CurrentCIimate？）」などである。
　これに対して，委員会は，明快なレポートを
提出し，そこでは，礼拝の形式に関して，キリ
スト教礼拝やその礼拝のマニュアルの徹底的に
聖書一神学的な研究を必要とするものではな
く，むしろ今日，我々の礼拝を取り巻いている
文化的状況を神学的に勘案して，礼拝の形態を
整える必要があると回答した刎〕。その回答には，
　今日のアメリカは，政府や教育界，また教会
という主要な制度に対する不信感が充満してい
るとされる。18歳から36歳のもっとも豊かとさ
れる約8，000万の人々（GenerationXと称され
る）が，アメリカの伝統的遺産である宗教的伝
統から離反しているとされる捌。シカゴにある
ローマ・カトリック教会によって立てられたデ
ポール大学のロバート・ルードヴイッヒ
（R bert　Ludwig，DePau1University）によると，
その青年世代の杜会は，共働き家庭（Two－
income　fami1ies）・高い離婚率（High　divorce
rates）・自動車杜会（a　mobi1e　society）を特徴
とし，時代的には，アメリカの宗教的なよき伝
統とされる「家族一学校一教会」の三角形の結
びつきが崩壊し（fracturedfamily－schoo1－
church　triang1e）た時代にあるという。この世
代は，「X世代」と称され，人々がアメリカの
伝統的な宗教的価値を継承することに失敗した
世代なのである。なぜ，X世代ξ称するかにつ
いては不明であるが，X世代の価値は，宗教的
な三角形と代わって，「音楽一TV一友人」
（music－TV－friends）という三角形からなっ
ているとされる。このようなポピュラーなカル
チャーが社会的規範を決定しているという。お
そらく，この視点は，ルードヴィッヒの講演に
対する応答にも示されていたが，全体杜会とし
てのアメリカ全体について，概括的に述べられ
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たものであろう。X世代は，信仰（faith）は
もっていても，「神」を信じていないという。
ルードヴイッヒによると，彼らは心霊的
（spiritua1）であるが，宗教的（re1igious）では
ないという。これは，我が国の宗教状態におい
ても共通した特徴である。神は信じないが，霊
的なものには，鋭い感性をもっている若者の世
代を想起すればよいであろう。すなわち，その
信仰は，主観主義的で，しかも心理的なものと
いうことができるであろう。
　とはいえ，「アメリカの人口の40パーセント
にのぼる人々が少なくとも週に一回は宗教的礼
拝に参加している（これは西ヨーロッパに比べ
て　　カナダと比べてさえも　　かなり高い数
字である）し，宗教団体に所属する者の総数は，
全人口の約60パーセントにのぼっている」別〕の
である。ちなみに「毎週の教会出席率は，1950
年には40パーセントであったが，1950年代後半
にはほとんど50パーセントにまで上昇し，1970
年代初期には40パーセントにまで減っている。
以後は約40パーセントをほぼ保ち続けている。
宗教団体の所属者数は，1950年以来60パーセン
ト弱のところをわずかに高下するのみである」25〕。
しかし，ロバート・ベラーたちが述べているよ
うに，アメリカの宗教が，「宗教的個人主義」
化していることはさけられないであろう。ベラ
ーたちは，その代表者の言として，ある若い経
済民主主義運動の活動家が，「僕はある意味で
自分が宗教的な人間だと思っています。でも特
定の教　派とか何かそういったものはありませ
ん」・・〕と述べているのを引用している。それは，
　　　　　　ユピ■」チユTl」テイ「純粋に私的な霊　性への退去」であると述べ
ている2・〕。明らかに，アメリカのキリスト教の
「公共的領域」2島〕の衰退ということを物語って
いるということができよう。
　なお，The　Grand　RapldS丹eSSには，毎週土
曜日にRe1igion版が掲載され，そこには，教会
の礼拝諸活動の宣伝が掲載される。その広告を
扱う業者が，「ウエスト・ミシガンの住民のな
かで，毎週教会に出席するのは，52．6％しかな
い。この数字は，国の平均より低い。教会広告
の我が○O会杜に電話して，まだ教会に出席し
ていない人々に広告を用いて伝道せよ」との広
告卿を出している。この5216％という数字は，
ウエスト・ミシガンにおいては想定できるが，
米国全体の平均がもっと高いとは，普通考えに
くいということができるであろう。
　米国グランドラピッズの地誌的一面を示しな
がら，その地の教会の特性，ならびに直面して
いる問題を概括的に示そうとした。さらに，こ
の地の特性を深く広く問題にすべきであろう
が，本稿はここでおわりとする。
　　　　　　　　　注
1）筆者は，1997年4月から」年間，大学から在外研
　修期間を与えられた。米国ミシガン州グランドラ
　ピッズ市にあるカルヴァン・カレッジに客員研究
　員として受け入れられ，「キリスト教の社会倫理」
　に関して自由な学びをつづけることができた。本
　稿は，そのときの生活をもとに，滞在地グランド
　ラピッズの現況を報告するために作成した。
　　特に，r阪南論集　人文・自然科学編』の本号は，
　敬愛する永谷秀雄先生の退任記念号になっている。
　筆者は，永谷先生から，多くの励ましと導きを頂
　いた。そのことを，心から感謝している。
2）丁乃e　G〃刀d　Raρ〃s　Press，Jan．30th，1997，‘Overcast
　skies　make　this　a　month　of　mdays’．および地元テレ
　ビ局「WZZM13」昼のニュース，Jan．31st，98，より。
3）The　G朋刀d　Raρ〃s　Press，Feb．25th，ユ998，‘Trouble
　Cropping　Up？E1Nino　warming　makes　area　fruit
　growers　ofa　spring　freeze’．
4）Universal　Map　Enterprises，Mc止畑皿Co㎜亡yAt1as，
　Kent，nopub1ishingyeardate，p．88．以下，同じ箇
　所をもとにしている。
5）44th　Largest　U．S．metro　area，The　Grand　Rapids
　Press，Theノー刀swer　BooκWhere亡o　go，wわo亡o　ca11，
　w加けo　do加Wes亡〃cム畑η，1997肋〃oη，May
　2ユst，1997，p．4．
6）The　Graηd　Raρ雌Press，MaL12th，1998，‘DeVos
　gift　is　No．2on　list　of　soft　money’．
7）カルヴァン・カレッジに関する内容は，r阪南大学
　ニューズレター』ユ998年3月に投稿したものを加
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　筆し再掲載した。
　　　カルヴァン・カレッジの図書館（Hekman
　Library）は，1997年末現在，単行本404，000冊，政
　府刊行物126，000冊，マイクロフイルム679，OOO巻，
　定期刊行物の予約購読2，700冊となっている。一つの
　特徴は，大学が世界的に著名な学者や第一線の研
　究者を呼び，公開講座（ジャヌアリー・シリーズ，
　　ヌーン・シリーズ，各種学会）や特別講義をたび
　　たび開催していることである。この公開講座は，
　　しばしば，全米で各方面から高い評価を受けてい
　　る。また，年間を通して，音楽会を開催したり，
　　「カルヴァン・フォーラム」と題して，テレビ・ラ
　　ジオで「宗教と倫理」シリーズを（一本を一週聞
　　つづけて）毎日放送するなど，地域文化の向上に
　積極的に貢献している。
　　大学が併設しているカルヴァン・セミナリーで
　　は神学修士（Th．M．）・哲学博士（Ph．D．）の学位を
　　取得することができる。キリスト教関係の豊かな
　　蔵書で知られるヘックマン図書館は，世界的なカ
　　ルヴァン研究の拠点，ヘンリー・ミーター・セン
　　ターをもっている。このセンターは，カルヴァン
　　関係の稀書を蔵し，カルヴァン研究者が絶えず訪
　　問する研究所でもある。
8）U，S，News　and　World　Reportの資料による。The
　　rankings　can　be　found　on　the　Internet　at
　　㎜．usnews，com／usnews／edu／home．htm，
9）The　Graηd　Raρ〃s　Press，Mar．2nd，1998，‘Violent
　　crime　drops　most　in　toughest　neighborhoods’．
10）Ameritech，1998－1999Gr朋d　Raρ〃sλrea　Locヨ1
　　γe〃ow　Page，January1998．，GTE　Directories
　　Corporation，GTE二The　Evefyf〃ηgPages，Area
　　Co∂e　616，　January　1998．，　Brooks　Fiber
　　Communications，0ra皿d　Raρ〃s　Area－W〃e
　　Te1eρム0ηe1〕frec亡0τy二丁ユ〕∫Ta1kゴ皿g　Ph0ηe　B00ks，
　　FebmaIy1998－99．
ユ1）GTEDirectoriesCo叩oration，op．c此，0TE以下の
　　数値も同じ。
ユ2）Christian　Reformed　Church　in　North　America，肋e
　　γearbook1998，Office　of　the　Genera1Secretary，
　　1998，pp．ユ24－125－
13）　1b丘i，p．13．
14）Christian　Reformed　Church　in　North　America，
　　Ageηdaチbr　Sy皿od199πOffice　of　the　Genera1
　　Secretary，ユ997，pp．277f
15） 16）伽♂，P．278．
17）報告書は，伽d，pp．265－372．
18）CRC，oρ。c允，The　ybalrbook1998p．ユ1，
19）CRC，Ac亡s　of　Synod1994．1994，pp．526－527．CRC，
　　Acts　of　Sy刀od199Z1997，pp．664．CRC，ノ㎏eηdヨ危r
　　Syηod，1997；PP．93．
20）CRC，op。，c北，Tbe　ybarbook199＆p．ユ1．
21）以下のa．b．c．CRC，op．，c〃，Ac亡sofSyηod199乙
　　pp．664－668．
　　そのガイドラインは，以下のa．b．c．の通りである。
　　a．礼拝に対する聖書一神学的アプローチは，現
　　　　在の礼拝の時間空闇のあらゆる点において，
　　　　必然的に長所と改めるべき点を含んでいる。
　　　　しかし，その取り組みは，単純にあれかこれ
　　　　かという二者択一をとるべきではない。また，
　　　　各個教会を分裂させるような言葉（ラベル）
　　　　を発したり，礼拝のために集まる信老の真塾
　　　　な試みを妨げるような風刺画（カリカチュア
　　　　ー）を掲示したりすることは許されない。
b　礼拝に対する聖書一神学的なアプローチは，
　　現在，教会生活や礼拝に強い影響を与えてい
　　る文化的な力を豊かな鑑識眼をもって分析す
　　ることを必要とする。
その文化的力の内容は次の（1）～（6）のとおりであ
る。
（1）この世の文化に同化させようとする力が，キ
　　リスト教の伝統を浸食し，信仰や生活習憤を
　　堅持しようとする思いを弱体化させているこ
　と。
（2）牧師の職務や礼拝の主要な決定要因として，
　　聖書的原理よりも消費志向性を受け入れる傾
　　向が強くなってきており，消費主義的文化が
　　教会にも押し寄せていること。
（3）あらゆる生活領域における時代の急速な変化
　　によって，健全なキリスト教の共同体意識を
　　形成するために本質的に重要な伝統を発展さ
　　せることを困難にしていること。
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（4）言葉による文化から，特にテレヴィジョンに
　　よってもたらされる饗応への文化の移行は，
　教会が神の御言葉を理解する過程に多くの問
　題を投げかけていること。
（5）感性や自己実現への強い欲求は，福音のメッ
　セージを癒しのカテゴリーへと誘惑する傾向
　があること。
（6）現在社会における経済的な不安，家族崩壊，
　薬物中毒，ストレスや暴力などの流行は，多
　　くの人々が，今日，主に苦痛を和らげるため，
　　また個人として緊急を要する関心に意味ある
　解答を期待して，教会に来ているということ
　　を意味していること。
C．礼拝に対する聖書一神学的なアプローチは，
　つぎの普遍的基盤を強調すべきである。その
　内容は，以下の（1）一（7）の通りであ私
（1）あらゆる礼拝における共通の基礎として，礼
　拝は，つぎのような永遠不変の聖書的な要素
　　に従って，すすめられるべきである。
　　a）礼拝は，神のみを崇め，崇拝し，讃える
　　　ものであること。
　　b）このような礼拝は，おのずから，罪を告
　　　白し，神ご自身に自らをゆだねるもので
　　　なければならないこと。
　　C）礼拝は，神が結んで下さった神と礼拝者
　　　のあいだの契約関係（engagement）であ
　　　り，それは，地域的にも，普遍的にも，
　　　礼拝者同士のあいだの協同の・共同体的
　　　な契約関係であること。
　　d）礼拝は，キリスト教共同体を強化し，ま
　　　たそれによって強化され，一つの特別な
　　　共　同体の分かち合われたメモリー，分
　　　かち合われた意味，分かち合われた伝統
　　　にもとずいて行われなければならないこ
　　　と。
　　e）礼拝は，神の全能の腰いの御業にもとづ
　　　いていること。
（2〕基本的に聖書的にダイナミックな礼拝がある。
　それは，神の民が純粋な心をもって，真の共
　同体において礼拝するとき，またその共同体
　が，その礼拝において，絶えず新しく更新さ
　れつづけるときには，信仰共同体の外の人々
　に対するイエス・キリストの福音を宣べ伝え
　るという効果的な福音伝道が，おのずから進
　展する。
（3）キリスト教の礼拝には，繰り返し行われる，
　共同体によって構成される基本的な型がある。
　それは，契約の共同体として集まること，御
　言葉を宣べ伝えること，主の晩餐の祝福にあ
　ずかること，世界にサーヴィス（礼拝奉仕）
　　に出ていくことである。
（4）真の礼拝は，本質的にサクラメンタルな特性
　が含まれている。礼拝においては，創造され
　　たもの　　水，ハン，ワイン，人間による説
　教の言葉一は，神の恩寵によって，霊が満
　　たされ，教会のアイデンテイテイの形成を促
　　進する媒体となる。
（5）キリスト者は，真の礼拝における多様性
　　（diVerSity）を恐れる必要はない。多様なバッ
　　クグラウンドをもつキリスト者は，彼らが，
　　キリストにおいて集まるときに，相互に啓発
　　し合う。そして，キリスト教共同体のなかに
　　あって，心の正しい人々の閥に，成長と変化
　　が起こるとき，神は，より多くの人々に，し
　　かも一層の深さにおいて，ほめたたえられる
　　であろう。
（6）礼拝は，福音伝道と切り離して考えることは
　　できない。教会員は，福音伝道を第一義とし
　　て礼拝に集まるのではないけれども，教会は，
　　人々をキリストにおける信仰と生活へと呼び
　　集めるような仕方で礼拝をもたねばならない。
（7）改革派の共同体の礼拝における歴史的な長所
　　は，持続的に育成されていくものに値する。
　　それらは，次のものを含んでいる。
　　a）礼拝のなかに含まれている諸関係の豊か
　　　　なコミュニオンを厳粛に受けとめる腹罪
　　　的一歴史的視点。
　　b）礼拝における健全な三位一体のバランス。
　　C）説教に関するカルヴイニストの神学とサ
　　　　クラメント。
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　　　　d）一般に，詩編及び旧約聖書に対する高い
　　　　　評価。
　　　　e）会衆讃美の重要性の強調。
22）そこでは，カナダの宣教の発展のために，組織構
　　造的な整備が打ち出された。それは，過去30年間，
　　カナダの教会活動をささえてきたCounciiof
　　Christian　Reformed　Churches　in　Canada（CCRCC）
　　という組織から，ユ998年1月1日を期して，
　　CanadianMinistriesBoard（CMB）と呼ばれる組
　　織への構造改革として結実した。過去の組織を発
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